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ペルム紀赤坂石灰岩の地質古生物学的研究
―その 3　最上部層の層序とフズリナ生層序―
Geological and paleontological study of the Permian Akasaka Limestone :
Part 3.  Stratigraphy and biostratigraphy of the Uppermost Member
西脇　二一*・高木　洋一**・橋本　秀雄**・説田　武紀**・小野　輝雄**
Niichi NISHIWAKI, Yoichi TAKAGI, Hideo HASHIMOTO,
Takenori SETTA and Teruo ONO
要旨
　多様な化石を産出するペルム紀赤坂石灰岩は岩相とフズリナ生層序によって 4つの部層に区分
される。これまでの調査で最上部層が分布することが確認された岩原地区および市橋地区におい
て地質調査と石灰岩試料の薄片観察を行った。その結果にもとづいて、最上部層の層序と上部層
のYabeina帯から最上部層のCodonofusiella- Reichelina帯へのフズリナ生層序について検討した。
キーワード：フズリナ生層序、赤坂石灰岩、最上部層
Ⅰ．はじめに
　岐阜県大垣市北西部から揖斐郡池田町にまたがる金生山を構成する古生代ペルム紀の赤坂石灰
岩は、フズリナをはじめとして多くの保存良好な化石を産出し、多くの地質学古生物学の研究が
ある（金生山化石研究会，1981，1997）。
　赤坂石灰岩からは現在も新しい化石が採取されており、化石の記載をはじめとする古生物学的
研究を続ける必要がある。しかし、石灰岩の鉱山として急速に採掘が進められており、山頂部の
明星輪寺境内を除くと岩体が消失する運命にある。金生山化石研究会では、岩体が消失する前に
赤坂石灰岩の地質および古生物を研究して記録するとともに、将来のための試料を体系的に収集・
保管しておく活動を続けている。
　特に研究が遅れている最上部層についての調査を急ぐことが必要である。これまでの研究で最
上部層の概要と分布は明らかになった（西脇ほか，2011，2013）が、最上部層の詳細な層序、生
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層序および構造はまだ明らかになっていない。
　金生山は石灰岩の採掘で人工的な地形となっており、それが日々変化している。採掘の進行で
新しい露頭が現れてもすぐに消失し、古い切羽では崩れてしまうものもあり、調査できるルート
は限られている。
　今回の調査では最上部層の詳細を解明することを目的として、データおよび試料を採取し、解
析を行った。
Ⅱ．赤坂石灰岩
　赤坂石灰岩は両側を南北方向の断層で区切られた東西 1 km、南北 2 kmの石灰岩体で、フズリ
ナ化石帯により下部層、中部層、上部層および最上部層の 4部層に区分されている（金生山化石
研究会，1981，1997）。構造は西傾斜の単斜構造であるが、東西方向の横ずれ断層で大きく 5ブ
ロックに区分され、更に多くの断層で小さなブロックに区分され、地層の繰り返しや欠如がみら
れる（赤坂団体研究グループ，1956）。
　最上部層は金生山南西部の岩原地区と南部の花崗地区に分布していた（村田ほか，1978；
Ozawa and Nishiwaki，1992）が、花崗地区の最上部層は採掘によって消失してしまった。前年度
までの研究（西脇ほか，2011，2013）で、金生山北部の市橋地区に最上部層が広く分布している
図 1．位置図。太線枠内が今回の調査地域で、図 2a,b,c に対応する。この図は国土地理院発
行の五万分の一地形図「大垣」を使用したものである。
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図 2．調査地点図。a. 林道部、b. 岩原地区　および c. 市橋地区。調査地点は日付と丸囲みの
地点番号で表示。林道部の地図は石灰石鉱業組合の資料を使用した。
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ことが明らかになり、最上部層を示すCodonofusiella- Reichelina帯のフズリナ化石も確認された。
　今回の調査では、最上部層の分布地域内で調査可能なルートを探し、最上部層の層序、生層序
および構造の解明を進めることを目的とする。
Ⅲ．調査概要
　ほぼ全域に鉱区が設定されている金生山の現地調査には、法律による規制、業務への支障、事
故の危険性などの制約がある。今回もこれまでの調査（西脇ほか，2011，2013）と同様に、現場
との事前調整の上で調査計画を策定し、鉱山会社に資料提供、調査の立会、移動手段の提供など
全面的な支援のもとで、2012年 5 月24－25日および10月31日－11月 1 日の 4日間に鉱区内の調査
を実施した。これとは別に、金生山化石研究会のメンバーの協力を得て、鉱区外の林道部につい
ての調査を2012年 4 月15日に実施した。
　調査地域は最上部層の分布する金生山南西部の岩原地区、金生山北部の市橋地区、および鉱区
西側の林道部（図 1）である。
　岩原地区（図 2a）については、Ozawa and Nishiwaki （1992）で最上部層が報告され、前回の調
査でも上部層と最上部層の存在は確認された（西脇ほか，2013）。しかし、最上部層のルート調
査はできておらず、今回、改めて調査を行った。
　池田地区（図 2b）については、前回の調査で上部層と最上部層の境界が確認され、いくつか
のルートで最上部層の調査を行った（西脇ほか，2013）。しかし、最上部層のかなりの部分のデ
ータが欠如しており、今回、いくつかの新しいルートを追加して調査を行った。
　林道部（図 2c）には赤坂石灰岩と西側の梅谷層が分布しており、両者は南北方向の断層で接し
ている。以前からこの地区における石灰岩の分布範囲が不自然であるとの指摘があり、その原因
を確認することを目的として調査を行った。なお、この調査は鉱区外であり、林道沿いの調査で
もあるので、化石研究会として独自に実施し、鉱山会社の立会は依頼しなかった。
　調査は、前回までと同様に、GPSで位置を確認しながら、ルート沿いに地質柱状図を作成する
と共に、フズリナ分析用の試料を採取した。分析用試料は金生山化石館で保管し、岩石用カッタ
ーを用いてチップを切り出し、薄片を作成した。この作業は、金生山化石研究会の会員に協力し
てもらい、京都大学の技官に技術的指導と最終調整作業を委託した。作成した薄片の検鏡と写真
撮影を行い、主なルートでフズリナ産出表を作成した。
Ⅳ．調査地点の地質概要
　調査地点は調査位置図（図 2a-c）に示し、その柱状図（図 3）にもとづいて各ルートを概説する。
2012年 4 月15日調査
　赤坂石灰岩最上部層を確認すると共に、西側に分布する梅谷層との関係を検討することを目的
として、金生山に北から進入する林道に沿って調査を行った。この地域は石灰石鉱山の鉱区外で、
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杉林と茶畑となっているため、道路沿の 5カ所の小露頭（①は欠番）を除くと、沢部および斜面
に点在する転石しか確認できなかった。転石はその地点よりも上方にその岩石があったことを示
すものでしかないが、以下に記載する露頭のデータを補完するものとして使用する。調査位置図
（図 2 a）には露頭に加えて、転石についても岩石種の区分毎に表示した。その結果、調査地域の
東側には赤坂石灰岩、西側には梅谷層のチャートおよび砂岩が分布し、地形的に高い所にある後
者が転石となって東へ落下したと確認できた。
　なお、調査地域中央部の尾根の斜面には石灰岩の巨礫がいくつかある。南斜面のものは急斜面
に不安定に引っかかっており、東斜面のものは古墳の石室の形態を一部残している。この地域に
古墳があったことが知られているので、これらの石灰岩礫は自然の転石ではなく、赤坂石灰岩が
古墳の石材として使用されたものと考えられる。
20120415②
　林道沿いの露頭。一部が風化した縞状チャートが観察された。縞の層厚は 4～ 10cm、地層面
の走向傾斜はN26W51Wであるが、一部の層準はかなり破砕されている。周辺にもチャートの転
石が多くある。このチャートは赤坂石灰岩の西側に分布する梅谷層のものと考えられる。
20120415③
　②から南東200mの林道沿い露頭。灰白色の塊状石灰岩で、その地層面はN54E24Wである。フ
ズリナのReichelinaとDunbarullaおよび数種類の小型有孔虫を含むことから、赤坂石灰岩最上部層
と考えられる。②のチャートとの接触部は観察できないが、②と③の間に南北方向の断層が推定
される。
図 3. 柱状図。調査地点は図 2を参照。柱状図の左側はフズリナ分析用試料番号。凡例および
スケールは共通。
総　合　研　究　所　所　報
－　 －78
西脇ほか：ペルム紀赤坂石灰岩の地質古生物学的研究　その3
－　 －79
総　合　研　究　所　所　報
－　 －80
西脇ほか：ペルム紀赤坂石灰岩の地質古生物学的研究　その3
－　 －81
総　合　研　究　所　所　報
－　 －82
20120415④
　③から南200mの林道下でマルアイ石灰工業採石場西端の崖頂、層準は③より10ｍ下位。塊状
の白色石灰岩で、フズリナは観察できないが数種類の小型有孔虫を含む。③と④の間の転石は大
部分が石灰岩であるが、一部にチャートも含まれる。
20120415⑤
　④から南西150mの林道下でマルアイ石灰工業採石場西端の崖頂、層準は④より50m上位。灰色
ドロマイト質石灰岩で、フズリナは観察できないが多くの小型有孔虫を含む。④と⑤の間の転石
は大部分が石灰岩であるが、一部にチャートや砂岩も含まれ、この露頭の西方山側の斜面にはチ
ャートおよび砂岩の転石がある。なお、この露頭の北側の斜面に古墳の石室の形状を一部残した
石灰岩の巨石がある。
20120415⑥
　⑤から西へ50mの林道横の露頭および道路面。黄褐色に風化した縞状チャートで、地層面は
N36E82Eである。④と⑤の間に南北方向の境界断層が推定される。なお、この露頭の北西の斜面
には古墳の石材として使用されたと考えられる石灰岩の巨石がある。
2012年 5 月24日調査
20120524①
　市橋地区マルアイ石灰工業採石場南西端の崖上部の露頭。20120415④より10m下位。灰色石灰
岩で、Reichelinaおよび小型有孔虫を含む。
20120524②
　市橋地区マルアイ石灰工業採石場南西端の崖上部で①の南西の露頭。灰色石灰岩で、Reichelina
および小型有孔虫を含む。露頭の中央部にNW-SE方向の断層があり破砕帯があり、その南側の一
部には典型的な更紗（石灰岩断層角礫が固化したもの）が発達している（図 4）。
図 4. 調査地点 20120524②における最上部層のスケッチ。市橋地区マルアイ石灰採石場西壁
上部
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20120524③④
　市橋地区マルアイ石灰工業採石場南端の崖上部の旧ベンチ横の露頭で、②の南東約150m。灰
色～黒灰色石灰岩で、③では何本かの断層で切られているが、全体として西に60 ～ 70°の傾斜で
ある（図 5）。④は③の西隣の露頭で、その間の関係が不明なため別地点としたが、層序的には
そのまま重なると思われる。
20120524⑤
　市橋地区マルアイ石灰工業採石場南西端の崖上部の旧道沿い露頭で、④の北西上方20m。一部
で斑状模様を呈する灰色～黒灰色石灰岩で、Reichelinaおよび小型有孔虫を含む。走向傾斜の関
係で、④より15m上位となる。
20120524⑥
　市橋地区マルアイ石灰工業採石場西壁で、前年度の調査ルート20110804④の南端部よ
り 2段上のベンチから南上方に向けての露頭。灰色～黒灰色石灰岩（図 6）で、Reichelina、
図 5. 調査地点 20120524③における最上部層のスケッチ。市橋地区マルアイ石灰採石場南壁
上部
図6. 調査地点20120524⑥の露頭写真。市橋地区マルアイ石灰採石場西壁上部
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Codonofusiella、Rauserellaおよび小型有孔虫を含む。ここでは上部層は観察できないが、この露
頭のすぐ下位は前年度20110804④上部にある玄武岩脈に相当する。なお、この露頭は南端にある
N25E-S25W方向の幅5mの破砕帯を挟んで後述の20120525①につながる。また、この露頭の最上
部は前述の20120524①から30m下位になる。
2012年 5 月25日調査
20120525①
　市橋地区マルアイ石灰工業採石場南壁上部のベンチ沿い露頭。灰色～灰白色石灰岩で、
Reichelina、Codonofusiella、Nankinellaおよび小型有孔虫を含む。途中に数カ所の破砕帯および露
頭欠如部分を挟む。前述の20120524③より 2段下のベンチで、その下位の層準になる。
20120525②
　市橋地区マルアイ石灰工業採石場南壁上部で、前述の①の東側で 1段上のベンチ。上部は灰色
石灰岩でReichelinaと小型有孔虫を含む。厚さ 4ｍの玄武岩脈を挟んで中部は黒灰色石灰岩であ
るが、ここではフズリナは観察できない。3 mの露頭欠如を挟んで下部の黒色石灰岩にはYabeina 
および小型有孔虫を含む。ここは玄武岩脈を挟んで西側の最上部層と東側の上部層が接している
と考えられる（図 7）。
20120525③
　市橋地区三星砿業東側ブロック山頂部の表土剥ぎ直後の新しい採石場。下部は斑状模様を呈
する灰色石灰岩で、再結晶が進んでいて、フズリナは観察されない。上部は黒灰色石灰岩で
CodonofusiellaとNankinellaを含む。ここは前年度の層位調査ルート20110915①②の西側上方であ
り、最上部層の下部であるが、灰色石灰岩は再結晶が進んでいるため、無化石帯に相当するかど
うかは判定できない。
図 7. 調査地点 20120525②における最上部層と上部層のスケッチ。市橋地区マルアイ石灰採
石場南壁のベンチ水平面。
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2012年10月31日調査
　岩原地区マルアイ石灰工業採石場西崖のほぼ連続露頭である、しかし、切り立った崖で、植生
などの障害や崩落の危険などで近づけない箇所があるため、今回の調査では観察不能部を挟んで
7つの露頭として調査を行った。
20121031①
　黒色石灰岩で、二枚貝の殻が密集して折り重なったコキーナを挟む。Yabeina、Nankinellaおよ
び小型有孔虫を含むが、コキーナの試料は一部再結晶していて化石は確認できない。
20121031②
　下部はコキーナを挟む黒色石灰岩で、Yabeina、小型有孔虫のほかに、巻き貝、藻類などの化石
を含む。これと整合に重なる上部は灰黒色石灰岩で、ここからは化石は確認できない。黒色石灰
岩は上部層で、灰黒色石灰岩は最上部層である。
20121031③
　灰黒色～灰色石灰岩で、フズリナは確認されないが、一部で小型有孔虫が少数含まれる。一部
で斑状模様を呈し、また再結晶した部分もあるので、更に検討が必要ではあるが、最上部層の無
化石帯と考えられる。
20121031④
　ドロマイト質灰色石灰岩で、フズリナは確認されないが、腕足貝と思われる化石が含まれる。
20121031⑤
　灰色～白色石灰岩で、Reichelinaおよび小型有孔虫を含む。
20121031⑥
　ドロマイト質青灰色石灰岩で、Reichelina、Nankinella、小型有孔虫、海ユリのほかに腕足貝と
思われる化石を含む。
20121031⑦
　青灰色～灰色石灰岩で、Codonofusiella、Rauserella、Dunbarulla、小型有孔虫および海綿骨針を
含む。2本の断層があり、その周辺では再結晶が著しい。この露頭の上を南火薬庫へ通じる林道
が通っており、その西側の崖で採取された転石試料が岩原地区で最上位のフズリナを含むとされ
ている（村田ほか，1992）。ここは連続露頭における最上位の層準であるが、さらに上位の地層
が残されていないか確認する必要がある。
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2012年11月 1 日調査
20121101①
　①～③は市橋地区三星砿業採石場西壁上部、火薬庫北東で高さの異なるベンチの 3つの露頭（図
8）である。①は灰白色～乳白色石灰岩で、かなり結晶質になっており、フズリナその他の化石
は確認されない。この露頭には 8本の断層が挟まれており、この露頭の南と北には大きな破砕帯
がある（図 9）。この露頭は最上部層上部が分布する20090806①とほぼ同じ高度で、北方へ400ｍ
の距離にある。直接の対比はできないが、地層面の傾斜から、ほぼ同じ層準と考えられる。
20121101②
　①の 2段下のベンチで、破砕帯の北側の露頭。灰色～黒灰色石灰岩で、石灰岩脈が多く、再結
晶およびドロマイト化している部分が多い。一部の試料で、小型有孔虫および巻貝化石を含み、
フズリナらしきキャストもあるが、同定は困難である。
20121101③
　②の 1段下のベンチの露頭。黒灰色石灰岩で、再結晶が著しく、フズリナは観察されない。②
の最下部と同じような縞状を呈する。
図 8. 調査地点 20121101①～③の位置関係を示すスケッチ。三星砿業西壁、火薬庫北下方
図 9. 調査地点 20121101①における最上部層上部のスケッチ
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20121101④
　市橋地区南部三星砿業東側ブロック山頂部の新しい露頭（図10）。灰色～白色石灰岩で、
Reichelina、Codonofusiella、Dunbarulla、小型有孔虫および海綿骨針を含む。再結晶およびド
ロマイト化が進んでおり、一部では斑状模様を呈する。この露頭は20120524④の南250ｍで、
20110803④の南西側である。他の露頭と離れているため直接の対比はできないが、西脇ほか（2011）
の断面図に示されている東側ブロックの表層に薄く分布する最上部層である。
20121101⑤
　市橋地区三星砿業採石場北東端で、河合石灰採石場との境界尾根の西側の露頭。灰色～灰白色
結晶質石灰岩で、化石は確認できない。この露頭は、前年度の調査で上部層と最上部層の境界を
再確認した20110915③の露頭の北北西100mにあり、層位的には最上部層の無化石帯の上限にな
るが、ほぼ完全に再結晶しているため組織や化石は観察できない。
Ⅴ．層序及び構造
　赤坂石灰岩の部層区分はフズリナ化石帯で定義され、上部層はYabeina帯、最上部層は
Codonofusiella-Reichelina帯とされている（金生山化石研究会，1981, 1997）。赤坂石灰岩では
Yabeinaの消失層準とCodonofusiella-Reichelinaの出現層準との間に化石の産出しない層準（barren 
zone）が挟まれており、上部層と最上部層の境界はYabeinaを含む黒色石灰岩の上限をもって定義
される。
図10. 調査地点20121101④の露頭写真　市橋地区南部　三星砿業鉱区
東側ブロック山頂部　最上部層の灰色石灰岩
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　金生山では、上部層と最上部層の境界に露頭がない場合や、境界に断層、破砕帯あるいは岩
脈があって直接の境界が観察できないことが多い。しかし、前回までの調査で、市橋地区では
Yabeinaを含む黒色石灰岩とその上の化石を含まない灰色～灰黒色石灰岩との境界が複数地点で
確認されたので、最上部層の分布範囲を確定し、従来の地質図（赤坂団体研究グループ、1956；
金生山化石研究会、1981、1997）を改訂した（西脇ほか，2013）。
　改訂された地質図によれば、金生山を胴切りにする東西方向の断層で切られた一番北のブロッ
クでは、金生山の東崖には上部層が露出し、東崖の上部およびその西方には最上部層が露出して
いる。この胴切り断層より南側では、花崗地区および岩原地区の西端の狭い地域を除き、最上部
層は分布していない。
　この地質図は1956年当時の地形図の上にマッピングされている。その理由は、現在の金生山は
石灰岩の採掘が大規模に進められ、以前の山の部分がすり鉢状に凹んだ地形となっており、この
地形の上に地質図をマッピングすると、西脇ほか（2011）に示したようないびつな地質図となる
ことと、その地形が日々変化してしまうからである。
図11. 大規模採石以前の金生山およびその周辺の空中写真。平行法立体視画像。矢印は赤坂石
灰岩の分布西端の断層。1.愛宕山　2.更紗山　3.花崗山　4.勝山　5.中山道　6.杭瀬川（河
川改修前）この図は国土地理院発行の空中写真（1947年11月1日　米軍撮影　CB-309
およびCB-310　撮影縮尺1/43,971　撮影高度6706m）を使用したものである。
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　地質図は調査当時の地形図にマッピングするのが原則であるが、採石により赤坂石灰岩の大部
分が消失してしまった状態でマッピングすれば赤坂石灰岩の姿が見えなくなる。一方、赤坂石灰
岩がすべて残っている元の地形図にマッピングすると、現在の状態とかけ離れた仮想の地質図に
なるが、過去の研究成果を参照する際には必要なものである。
　第二次世界大戦の終戦後に米軍が撮影した空中写真（図11）をみると、金生山の南部に数カ所
の採石場はあるが、それ以外は手つかずの状態で残っている。1956年の地形図では、金生山の南
半分および東崖沿いで採石が進んでいるが、元の地形が分かる程度にしか改変されていないし、
北半分は手つかずのままである。この地形の上で赤坂石灰岩の層序構造を考察することも有用と
考えられる。
Ⅵ．生層序
　石灰岩の組織と含有化石を確認するため、現地調査で採取した試料の薄片を作成し、光学顕微
鏡による検鏡を行っている。試料によっては完全に再結晶しているもの、ドロマイト化が著しい
もの、方解石の脈岩が多いものなど、観察が困難ないし不可能なことも多い。試料毎の薄片数が
限られているため、既存の薄片だけでは欠けている情報もあり得る。また、化石同定のための定
方位薄片は作成できていないため、種レベルの同定はできていない。従って、まだ最終的な結果
ではないが、これまでの検鏡結果から最上部層の生層序について以下に報告する。
　岩原地区および市橋地区について、複数の柱状図を層序順に並べ、その中の試料の薄片で観察
されたフズリナおよび小型有孔虫の産出表（表 1）を作成した。試料の層準および岩相について
は、対応する柱状図（図 3）を参照されたい。また、主な化石の写真を図12に示す。
　表 1aは岩原地区マルアイ石灰工業採石場の西壁の露頭で、上部層と最上部層の境界の下位か
ら、露頭南限の最上部層の上限までが含まれる。但し、今回の調査では近づけない露頭があっ
て、柱状図と柱状図の間に欠如部分がある。下位の 3試料はYabeinaを含むとともに多くの小型
有孔虫も含む。この 3試料のうち最上位の試料はコキーナ直下の黒色石灰岩であり、ここが上
部層の上限となる。中位の 8試料にはフズリナは含まれず、1試料を除き小型有孔虫も含まれ
ておらず、最上部層の無化石帯（Ozawa and Nishiwaki, 1992）に相当する。上位の 5試料からは
Codonofusiella- Reichelina帯を示すフズリナが含まれると共に小型有孔虫も含まれる。ただし、こ
れらの試料は一部にドロマイト化や再結晶が見られるので、これが原因で化石が観察できなくな
っている可能性は否定できない。従って、最上部層の下部については連続柱状図を作成し、試料
を増やして再検討する必要がある。
　表 1bは市橋地区マルアイ石灰工業採石場の南壁（上表）と西壁（下表）の露頭で、いずれも
最上部層の下部である。
　南壁の柱状図（表 1b上）の最下位の試料2505にはYabeinaが含まれ、その上の試料2506に
は小型有孔虫は含まれるがフズリナは含まれていない。試料2504およびその上の試料からは
Codonofusiella- Reichelina帯のフズリナが含まれる。試料2505の黒色石灰岩は上部層で、試料2504
は最上部層であるが、試料2506の黒灰色石灰岩は最上部層下部の無化石帯と考えられる。但し、
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表1. 有孔虫産出表。柱状図および試料採取層準の詳細は図2参照。左から6属がフズリナで、
それより右は小型有孔虫。a. 岩原地区マルアイ石灰鉱区、b. 市橋地区マルアイ石灰鉱区（上：
南崖、下：西崖）、c. 市橋地区三星砿業鉱区。bの柱状図中の　　　は玄武岩脈。
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試料2506と2504の間には幅 4ｍの玄武岩脈があり、また、試料2506と2505の間には 4ｍの露頭欠
如があるので、これらの関係は連続ではない。
　西壁の柱状図（表 1b下）では最下位の試料からCodonofusiella- Reichelina帯のフズリナが含ま
れる。この柱状図には上部層はないが、ベンチ 2段下の露頭の同一層準の下位に上部層の黒色石
灰岩がある。但し、その間に幅 2 mの玄武岩脈があり、ここでも二つの部層は連続ではない。
　南壁と西壁の境界にはE-W方向の断層があり、キーとなる層もないので、両方の柱状図を直接
対比することはできない。しかし、Codonofusiella- Reichelina帯のフズリナの産出から、両者の最
上部層はほぼ同じ層準と考えられる。
　表 1cは市橋地区南部山頂部の三星砿業の新しい採石場で、最上部層下部である。中位の 4試
料にはCodonofusiella- Reichelina帯のフズリナが含まれる。最下位の試料0122からフズリナは確認
できないが、この試料を採取した塊状石灰岩の上下には幅 8 mおよび 6 mの破砕帯があってかな
り再結晶が進んでいるので、これが最上部層下部の無化石帯のものかどうか決められない。また、
無化石帯の層厚も不明である。
　柱状図上でのYabeina最終産出層準とReichelina初産出層準の間にある無化石帯の層厚は、岩原
地区では約30m、市橋地区では約20mで、両者に差があることになる。但し、両地区は約 2 km離
れているので岩相の違いがあった可能性が考えられる。また、この数値には露頭欠如や岩脈部分
の厚さが含まれており、断層による地層の欠如や繰り返しの可能性もある。無化石帯の層厚につ
いてはさらなる検討が必要である。
Ⅴ．まとめ
　赤坂石灰岩最上部層は1978年に金生山の花崗地区および岩原地区において確認され、その後、
金生山北部でもその存在が知られていたが、諸般の事情で本格的な調査は行われてこなかった。
2010年度から、地元の石灰石鉱業組合の理解と支援を得て、岩原地区および市橋地区の最上部層
についての現地調査を実施し、分析用試料を採取することができた。採取した試料から500枚を
超える薄片を作成し、石灰岩の組織と化石の検鏡を行った。これまでの研究で、最上部層の分布、
層序、構造およびフズリナ生層序の概要が明らかになった。
　しかし、採石場はほぼ全面露頭とはいっても実際に調査できる露頭は限られている、多数の断
層や脈岩の貫入で地層の観察が困難である、再結晶およびドロマイト化で薄片の観察ができない
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図12. 主な有孔虫化石。学名の後は資料番号。1. Reichelina sp. 2012052501、
　　　2. Codonofusiella sp. 2012052414、3. Rauserella sp. 2012052414、4. Nankinella sp. 
2012052503、5. Geinitzina sp. 2012041506、6. Glomospira sp. 2012041506、7. 
Cryptoseptida sp. 2012052409、8. Langella sp. 2012052503
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ものが多い、調査日数が限定されていて予定外の追加調査ができない、薄片枚数が少ないため十
分な検鏡ができない、などのため、今回の研究結果には不十分な面が多い。今後、調査地点およ
び薄片枚数を増やすことで更に精度を上げていくことが必要である。その際、薄片については化
石同定のための定方位薄片を作成することも必要である。なお、著者の一人（西脇）は岩原地区
および消失した花崗地区については過去に予備調査を行っており、そのデータおよび試料・薄片
も利用する必要がある。
　金生山は石灰石鉱山になっているので、赤坂石灰岩は無くなっていく運命にあり、露頭の消失
も避けられない。岩体が残っている間にできるだけの調査を行って、その記録および試料を体系
的に残しておくことが必要である。この研究は化石研究会の活動として今後も継続し、その成果
を金生山化石館で利用していくことになる。このためには教育委員会をはじめとする地元自治体
と鉱山会社の理解と協力が不可欠であり、そのための調整が大切である。
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Summary
　 The Permian Akasaka Limestone is divided into 4 members based on the lithology and Fusulinacean 
biostratigraphy.  The Uppermost Member in Iwahara and Ichihashi districts was surveyed, and its thin-
sections were observed for biostratigraphic analysis.  The stratigpahy of the Uppermost Member and the 
fusulinacean biostratigraphy from Yabeina zone （Upper Member） to Codonofusiella-Reichelina zone 
（Uppermost Member） were examined in this study.
Key words: Fusuinacean Biostratigraphy, Akasaka Limestone, Uppermost Member
